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出席委員会

本　日 前　回 前々回
会　員　数 46 46 46
対象会員数 42 42 41
出　　　席 29 34 32
出　席　率 69.05% 80.95% 78.05%
ﾒｰｸｱｯﾌﾟ
計 29 34 32

修正出席率 69.05% 80.95% 78.05%

加藤　誠一　委員長

 

事前メークアップ者 
 
欠席者 ３月１７日 
飯田宗仁君、加藤正人君、勝又辰美君、 
関野五十二君、鈴木裕君、高部伸一君、 

曽我和久君、高橋恒雄君、鍵和田宏君、 
神戸徹君、山路裕昭君、井上勝典君、 
柿沼泰信君 

前回欠席者  ３月１０日 ○印メーキャップ済 
飯田宗仁君、加藤正人君、三浦優君、 
柿沼泰信君、加藤誠一君、鈴木裕君、 
曽我和久君、椎野功一君 

前々回欠席者 ３月 ３日 ○印メーキャップ済 
飯田宗仁君、湯川嘉幸君、三浦優君、 
井上勝典君、柿沼泰信君、勝又辰美君、 
鈴木裕君、高部伸一君、曽我和久君 

ビジター 
 

慶事祝福 
会員誕生日 
柿沼泰信君（３月１９日） 
石井一成君（３月２２日） 

 

３月24日 卓話：担当／職業奉仕委員会 
  31日 特別夜間例会 
４月 7日 卓話：担当／雑誌・広報委員会 

14日 通常例会：担当 社会奉仕委員会（野外活動） 

例会日：毎週金曜日 12:30～13:30 
会 場：大井町 大道飯店 
    大井町金子 1644-1 
事務所：足柄上商工会 
    神奈川県足柄上郡松田町松田惣領 2063-2 
    TEL 0465-83-3211 / FAX83-3213 

第 765 回 
２００６ 
3月 17日 
晴れ 
大井町 
大道飯店 

 

※点 鐘 加藤 嘉宏 会 長 

※司 会 住澤 勝美 副幹事 

※斉 唱 手に手つないで 

 

足柄ロータリークラブ週報 
  ASHIGARA R.C. WEEKLY BULLETIN 
            DISTRICT NO.2780 KANAGAWA JAPAN 

会長･加藤嘉宏:副会長･斉藤誠司郎:幹事･関野五十二:会報委員長･小林哲雄 

   2005～2006年度  超  我  の 奉  仕  
           ＲＩ会長 カール・ヴィルヘルム・ステンハーマー 
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栗田敏則君（１２月２１日） 

 
結婚記念日    なし 
奥様誕生日    なし 
会長の時間 加藤 嘉宏 会長 

 
皆さんこんにちは、今アメリカでWBC（ワー

ルド・ベースボール・クラッシク）が開催され

ています、そして昨日韓国戦がありまして惜し

くも１点差でアメリカ戦につづいて敗退してし

まいました、ですから準決勝進出は殆ど絶望的

になり望みは今日のメキシコ対アメリカ戦の結

果次第に成ります、大変寂しい限りですが私は

何時も思うんですが何故日本はここ一番と言う

ときに弱いのか、色々な方々がコメントしてい

ます、韓国では兵役免除を条件にしたとか言っ

ていますが、やはり日本人の近年に於ける生活

環境が一番の原因ではないかと思います、皆さ

んは如何でしょうか？ 
12日の日曜日鴨ノ宮の某R百貨店の靴売り場

に行って靴磨きのセットを買ってきました、河

野会員の卓話に影響されまして今一生懸命手入

れをしております、皆様も如何でしょうか。 
ロータリーに付いてお話しをさせていただき

ます、先週の例会終了後３：００より卸し売り

団地で会長・幹事会が御座いました、宝子山IM

実行委員長が出席され御礼と決算報告がなされ

承認されました。GSEに付いては２２日に歓迎
会そして足柄は２５日に次の受け入れの第７グ

ループに送迎の担当です宜しくお願い致します。

RI第2780地区08～09年度地区ガバナーノミニ
ーに我が足柄の山地君が正式に決定されたこと

を河野ガバナー補佐より報告がなされ、私も皆

様に御礼又今後のお願いをさせて頂きました。

最後に河野ガバナー補佐より2780地区の現況
報告がなされ、その中で次年度第９グループの

ガバナー補佐問題の件に付いて検討致しました

が結論がでませんでした（内容についてはお聞

きに成りたい方は私に）以上会長報告致します。 
司会 住澤勝美 副幹事

 
ニコニコ箱委員会 武井 一利 委員長 

 
石井一成君 
 誕生日祝ありがとうございます。 
奥津紀一君 
 昨日無事総会を終わりました。 
武井一利君 
 ニコニコがさみしいので。予算もありますの

でご協力お願いします。 
本日のご芳志 計7,000円 
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卓 話 
２００６～２００７年度                        
会長エレクト研修セミナー報告 
 
足柄ロータリークラブ 
会長エレクト 小山 勉 
 
 
 
 
 
日時 ２００６年３月９日（木）  

１０時００分～１７時３０分 
場所 グランドホテル湘南 
 
 
１．ガバナー挨拶            ガバナー      仲田 昌弘 
 
２．次年度ＲＩテーマ・方針・目標    ガバナーエレクト  西田 隆 
  ・２００６～２００７年度 国際ロータリーテーマ 
   ＬＥＡＤ ＴＨＥ ＷＡＹ   率先しよう 
   ウィリアムＢ．ボイド会長エレクト 
   （ニュージーランド オークランド州 バカランガＲＣ） 
  ・ウィリアムＢ．ボイド会長エレクトのメッセージ 
   ①ロータリーは地球村のリーダーである。 
    地区と地域社会においてリーダーの役割を果たす。 
    寛容と思いやりと誠実さを日々実践し、自らが手本を示す事によってロータリーの道を率先

実行する。 
良きリーダーとして謙虚さを備え、親切心と微笑をもって率先する。 
   ②シンプルなロータリーの教訓が人々の人生を変える力を発揮する。 
    静かなるリーダーシップと真心の親切、そして他者を助けたいという願望がどれだけ 
多くの人々を助けてきたかを知っている。 
   ③クラブのあり方 
    いかにして新入会員を惹きつけるかについて話すことに時間を費やすよりは、クラブの充実

した活動に時間を費やしたほうが効果的である。 
    なぜならクラブが適切に機能していれば現会員を維持し、新会員を惹きつけるに十分な魅力

を備えているからである。 
   ④２００６～２００７年度 強調事項 
   ・水保全 
きれいな水がなければ私達はほとんど何も出来ません。水は命そのものである。 
・保健と飢餓 
毎年 1,100万人の子供が飢え死にしています。内 70％は予防可能な病気で死に、主な 
死因は栄養失調と水感染の疾病です。食料なくして健康なし、健康なくして希望を持つ事は出来ない。 
   ・識字率向上 
    健康な家族は貧困の向こうに広がるより良い将来を思い描く事が出来る。 
貧困を免れる道の一つは識字率の向上である。 
   ・ロータリー家族 
    仕事と家族の両立、親としての子育て義務、自分の家族もロータリーの一部として受け入れ

る。 
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より良きロータリー、より良きロータリアンとして、時が訪れるのを待つのではなく、私達全員が共

に先頭を切って「率先しよう」 
 
３．西田隆会長エレクト地区運営方針 
  ①ロータリー運動は、心の改善運動である。 
   自己中心に陥りがちな競争社会の中で、ロータリアンは職業奉仕をはじめ各種の活動に 
ロータリー思考を適用し社会改良の契機を作るリーダーの役割を期待されている。 
  ②クラブ奉仕が次年度の重点項目である。 
   クラブの運営、例会のあり方、委員会活動も含めて改善してゆかなければならない問題点もあ

る。ＤＬＰ（地区リーダーシッププラン）によって制度化されたガバナー補佐が相談役として助言す

る。 
  ③ＲＩの奉仕プロジェクトに協力する。 
   ポリオプラスは、インド、アフリカ等に野生ウィルスが存在し、もうしばらく継続して 
ゆく必要がある。継続して寄付を募っていく。 
  ④ロータリー財団活動 
   ロータリー財団活動は「世界理解」と「世界平和」を助長する。次年度寄付目標額、一人当た

り 180ドル。財団補金の活用もご考慮下さい。 
  ⑤米山奨学金 
   会員一人当たり 20,000円を目標とする。 
  ⑥会員増強 
   各クラブ純増１名以上を目標とする。会員増強成績優秀クラブを表彰する。 
   会員増強に寄与した会員個人も表彰対象とする。 
 
４．クラブ会長の責務、そして管理、運営        ＰＧ  松宮 剛 
   ウィリアムＢ．ボイド会長エレクトのメッセージの中で西田がガバナーから話がなかった大切

な事を一つだけお話しする。 
   「どんな役職にあるロータリアンといえどもロータリーには一人も偉い人はいない。   ロ

ータリアンは平等である」ということを強調していました。 
  ①Ｄ．Ｌ．Ｐ（地区リーダーシッププラン） 
     １．地区研修委員会 
     ２．ガバナー補佐 
     ３．地区委員会 
   の三つの組織がある。 
  ②Ｃ．Ｌ．Ｐ（クラブリーダーシッププラン） 
   クラブリーダーシッププランは蘇生の妙薬となる。ＲＩの推奨プランであるが、各クラブでは

ロータリーの網領を推進する事であれば、クラブ細則はそのクラブに合ったものを 
確立すること。くれぐれも会長の独断ではなく、クラブ会員皆で取り組む事が大切である。 
  ③クラブ会長の責務 
  ・ガバナーは唯一のＲＩ役員である。 
  ・ガバナー補佐はクラブ管理の一部を手助けする。 
  ・地区委員会はガバナーの諮問機関である。 
  ・クラブ会長はクラブ運営の責任者である。 
  ・クラブ幹事はクラブ活動の執行責任者である。 
 
５．米山奨学会について               ＰＧ  中西 功 
  米山梅吉氏と奨学金について 
  米山記念奨学金の意味を理解した上で寄付していただきたい。例会であまり寄付、寄付と 
いうと例会がつまらなくなる。財団のあり方、奨学金の選抜方法も見直していかなければ 
ならない。米山奨学会はＲＩに認められた。 
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６．ロータリー財団について             ＰＧ  後藤 忠雄 
  ポリオ（小児麻痺）は北海道夕張炭鉱で大量発生したことがある。ロシアからワクチンを 
輸入し、早期対策に成功した為、日本全国に広まる事は阻止することが出来た。 
１９８５年ロータリー財団で国連と共同して、ポリオ、その他の病気を治すため資金の募金を開始し

た。一般寄付一人 180ドル。恒久寄付一クラブ 1,000ドル。 
自主的に納得して寄付をしていただきたいが納得しなくてもお金を出して欲しい。 
 
７．ＲＩ・地区・クラブのあり方           ＰＧ  神崎 正陳 
  会長があまりきちんとしていればクラブが堅苦しくなる。親睦を大切にしていればクラブが楽し

くなる。 
  ロータリーはクラブそのものが中心であって、財団や会社や官公庁ではない。社交クラブであり

会員同士の気持ちが通じ合っていることが一番良いと個人的には思っている。 
  ポールハリスがロータリークラブを創設した時の原点に戻るべきである。 
  クラブ運営に当たっては規則にしばられることなく気楽で、楽しいクラブにしていただき 
たい。最近のＲＩは官僚化しているように思える。 
  推奨ロータリークラブ細則にあわせることは必要ない。 
  各クラブ独自でクラブに合った細則を作るべきだ。 
地区の平和と地区の親睦が西田年度に実現することを期待する。 
自主的な自由な楽しい、人生を謳歌できるクラブにしてほしい。 
 
８．地区カレンダー及び予算について      地区代表幹事  平塚 正夫 
  地区カレンダー、地区役員等、未定の部分がある。地区協議会までに完全なものをお渡し 
する。（３月３日現在、作成されたものが配布された） 
 
９．第９グループ会長エレクトによるグループ討議 
  第９グループのみ、ガバナー補佐未定。 
・ １Ｍ開催について、とりあえず第９グループの合同親睦例会として開催を準備する。 
（担当 小田原中クラブ） 
  ・全員登録するかどうか今後検討する。 
  ・ガバナー補佐決定まで第９グループ会長、幹事会は小田原ロータリークラブの今井恭一 
会長が座長として会を進める。 
 
１０．質疑応答 
・地区カレンダー、地区役員に未定の部分があり、クラブ活動計画書が出来ない。 
  ・予算の一部に間違いがあり、訂正を求めた。 
  
＊ ガバナ公式訪問 
  足柄ロータリークラブ    平成１８年１０月２０日（金） 
 
 
以上 


